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◇ バイオマス資源等を活用した脱炭素社会推進構想概要 ◇

背 景

本町は、岩手県の最北端に位置する人口約9千人、面積246Ｋ㎡の小さな中山間地域の町であり、

年々人口の減少が続いている。その主な要因として町内に雇用の場が少ないことから若者等を中心に
町外流出が続いている。このことから、農林畜産業を基幹産業とする本町において地域に賦存する再
生可能な資源の効果的な利活用により新たな産業をおこすなど小さな町が夢ある未来を目指すもの。

趣 旨

本町の基幹産業である農林業から発生する副産物をバイオマス資源として利用し、再生可能エネ
ルギーによる資源循環、脱炭素社会の推進、地球温暖化防止対策への貢献できる事業を目指す。併
せて地域内に新たな雇用の場の創出、町民所得の向上、農林業の更なる振興等により町の活性化
を図るもの。

事業化

小 さ な 町 の 大 き な 活 力 と 夢 あ る 町 の 創 造

岩手県軽米町

展 開

本町に賦存するバイオマス資源として、家庭から排出される生ごみ等や畜産から発生する副産物
（鶏ふんなど）、林業からの間伐材等、未利用資源をバイオマス資源として熱・二酸化炭素・電気・ガス
等として利活用することにより地域に新たな産業や雇用の場が創出される。また再生可能なエネル
ギー推進の町として、町内外の先導モデル的な役割が期待される。

鶏舎

圃場残さ

鶏ふん

未利用森林資源・建築発生木材・製材残材等

温熱・電気・二酸化炭素

森林・製材所

一般家庭・事業所等

電力（売電）

メガソーラー

風車

電力（売電）

鶏ふんバイオマス発電施設

鶏ふん等還元減菌炭化施設

バイオマス資源再生施設

木質系バイオマス発電施設

大規模園芸施設

温浴施設

電気・ガス

電力（売電）

公共施設等
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鶏糞を活用したバイオマス発電１か所と、メガソーラー５か所で、
令和４年度までに213MWの発電が可能になる。

← 一般家庭約７万５千世帯（軽米町約3,700世帯の約20倍）の
消費電力量に相当
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